
「

ｆ
ｌ

S
￥
'
S
i
s
i

，
4

　
Ｔ
Ｑ
Ｉ
！
ｙ
』
ｔ
－
ｒ

９
９

‐
'
~
．
．
ｊ
Ｓ
ｊ

ｒ
ー
ー

編集後記、
　第20回和泉祭実行委員会は，２月よりその胎動

を本格的に開始した。阜偏期間の大半が，大学割

の一方的なロックアウト体制という困難にみまわ

れながらも，近郊のとあるアパー1ヽに2間を借り，

合宿生活を送ることになる。夜を徹してのガリ切

り，スッティンダと，めまぐるしく動きまわっ

た観もあるが，時折の酒に乱れ，琉歌をもガナっ

た。我々の一一番恐ろしい存在は，管理人のおばさ

んで，爆発寸前の怒りを伴ったニラミには，誰し

もがおののいた。我々の部屋は次第に散らかり，

その様は女の子から，掃除する気を喪失させる程

　　さまのものとなり，いよいよタコ部屋的様相を呈して

いった。水道の排水管はつまり，水の退くのを待

ちつつぼんやり眺めていると，我々の食い散らし

た即席ラーメンのカスが糸ミミズの大群の如く，

そこに存在していた。後に開いたところによると

やはり，あの排水管は，水道屋を呼んで根底的に

修理した模様である。水道屋につき添って，流出

する糸ミミズの大群をその眼でみたであろう管理

　　　　　　　　　　　　まなこ人のおばさんの気持は，我々には痛い程良くわか

るのである………とLこかく，色々な曲折を経ながら

も，我々祭司集団によるお祭りの準備は進んでい

る。やがて，祭は始まるだろう。この静寂の後に，

次第に燃え上がるであろう祭の炎に，君は今のう

ちから牙を研いでおいた方がいい。

　第20回和泉祭
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